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We show the three criteria of commoditization in the manufacturing firms to discuss a feasible 
scheme against the commoditization of the manufacturing industry in Japan. 
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第 1 は経済全体のグローバル化であり、第 2 は製品アーキテクチャの変化、具体的にはモ
ジュール活用の進展であり、第 3 は企業ドメインの多様化である。 










































                                                  
1ただし「モジュール高度活用→コモディティ化」という因果関係は、完成品のレイヤーに
限った話である。「コモディティ化の相互性」（本稿第 4 節）の議論を参照せよ。  
2モジュラー化した中国の携帯電話市場の興味深いレポートとして、次を参照。丸川知雄「企
業家精神が原動力に」『日本経済新聞』2011 年 2 月 7 日。  
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＃3 そこに、市場で調達可能な標準・汎用部品を用いた組立業者 (アセンブラー )が登場
し、モジュール活用で低廉な新製品 3を作って、底辺ニーズを満たし始める (コモデ
ィティ化 )。  
＃4 しかしその組立業者も競争環境の下で製品スペックの改善に努め、上位市場
（up-market）を志向する結果、「製品パフォーマンスを左右する特定キーデバイ








システム )のレイヤで、MPU と OS が反コモディティ化していき、MPU ではインテルが、






向け記録読み取りヘッドが反モコディティ化し、日本の TDK が高収益企業となった。  
この説明のポイントは、バリューチェーンの違った部分(レイヤ)で、コモディティ化と
反コモディティ化が同時並行して起きるという洞察である。これは多くの実例に支えられ
                                                  
3この段階の新製品が彼のいう「破壊的イノベーション」（disruptive innovation）であり、
＃1 で登場するイノベータはこの破壊的イノベーションの遂行が困難だというのが、有名
な「イノベータのジレンマ」仮説である（Christensen, 1997）。  
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